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 先月、お互いの国の紹介をしあう英語ジャーナルを、日本人学校、フランス人学校、イスラエ

ル人学校の 3校で制作し、送りあいました。テーマは「食べ物」。日本人学校の「ジャパニズ

ム」では、寿司・抹茶・麺類・味噌汁の 4項目について記事を書きました。フランス人学校とイ

スラエル人学校からも力の入ったジャーナルが届き、日頃あまり馴染みのないイスラエルの食べ

物について学んだり、フランス料理やお菓子の美味しそうなレシピを知ることができました。3

校の感想コメントが揃ってから、リストにしてシェアすることになっているのですが、本日フラ

ンス人学校からの感想コメントが届き読んでみました。日本人学校のジャパニズムに関しては

「寿司が大好きだからうれしかった！」「味噌汁飲んでみたくなった。」「特に抹茶の記事が面

白かった！」「うどんの説明、すごく勉強になったよ。」そして「K の漫画、大好き！」「すご

いアーティストだわ！」（もはやファンクラブができそうな勢いですね。）と、うれしいコメン

トがたくさん。もちろん本校の子供たちも彼らのジャーナルに好意的なコメントを書いていまし

たし、そうやって国際交流を深めていくのだと思いつつ、フランス人が書いたイスラエル人学校

のジャーナルの感想を読んでみると、、、「レイアウトが分かりづらかったわ。」「お米のレシ

ピはあまり面白くなかったよ。」など、結構辛辣なお言葉も。「イスラエル人学校に送っていい

のだろうか？」とちょっぴり心配になるほどでしたが、ふとイギリス留学時代を思い出しまし

た。欧米の彼らは自分の意見をどんどん口に出します。完璧な英語でなくとも、すぐに反論され

そうな内容でも、とにかく思ったことを言う！時には「喧嘩？」というほどの口論を授業中に繰

り広げますが、授業が終わればケロッとして一緒にコーヒーを飲んだりしています。むしろ日和

見的なことしか言わない日本人の学生と仲良くしようとする欧米の学生はあまりいませんでし

た。日本人だって立派な意見を持っている人はたくさんいるのに、つい遠慮してしまう、和を重

んじてしまう。「損だなあ」と思う反面、日本人のお行儀の良さや柔らかい笑顔を絶賛する外国

人がたくさんいるのも事実。どちらがいいと決めることはできませんが、とりあえず「言いたい

ことを言える英語力」は身につけてあげたい。だから日頃からたくさんエッセイ課題を出してい

ます。言いたいことを言うのと、言いたいことを我慢して相手の気持ちを重んじるのと、どちら

が国際的でしょうか？「国際的な人」って一体どんな人？次回のエッセイのテーマにしてみよう

かな？などと考えています。 

 

 

 

 

 

     
                                         大好評だった JAPANISM。各校の感想 

                                             まとめも近日中に配布予定です。 
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